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 太平山観光開発株式会社 

代表取締役社長  小野 智 

  

安 全 報 告 書（2023年） 

 

 

ご 挨 拶 

  今シーズンも、太平山スキー場 オーパスをご利用いただ 

きありがとうございました。 

 今冬は平年よりも降雪量や積雪が少なかったことに加え、 

２月下旬からの気温上昇により、融雪が急速に進んだことな 

どから、リフト稼働日数が前シーズンよりも１３日少ない 

７０日間となりましたが、秋田県プレミアムスキークーポン 

や初心者向けイベント実施などにより、お客様がご利用しや 

すい環境を整えられたものと思っております。 

 当スキー場は、前シーズンに引き続き新型コロナウイルス 

感染症予防対策を実施したほか、リフトやゲレンデ、その他 

施設の安全対策にも積極的に取り組んでまいりましたが、新 

たな課題を整理し、更なる安全に向けて努力してまいります。 

 来シーズンも「安全第一」をモットーに、地域に根ざした企画も進めながら、お客様サービス

に努めてまいりますので、引き続き太平山スキー場 オーパスをご愛顧いただきますようよろし

くお願い申し上げます。 

 

 

『安全方針について』 

 平成 18年 10月 1日の鉄道事業法の改正を受け、「安全管理規程」等を整備・運用し、『利用者 

の安心・安全』を常に心掛け、日々の施設運営に取り組んでまいります。 

 

『輸送の安全を確保するための基本方針』 

１ 一致団結して輸送の安全確保に努めます。 

２ 輸送の安全に関する法令および関連する規定を良く理解すると共にこれを遵守し、忠実に 

職務を遂行します。 

３ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

４ 職務の実施に当たり推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思われる

取り扱いをします。 

５ 事故、災害等が発生した時は人命救助を最優先に行動し、速やかに安全適切な処置をとり 

ます。 

  ６ 情報は洩れなく迅速に、正確に伝え、透明性を確保します。 

  ７ 常に問題意識を持ち必要な変革に果敢に挑戦します。 

 

    前述の基本方針を実行するため安全輸送の管理体制や索道施設の保守および運行の管理

の方法を作成し、安全管理規程に明記しております。 

これらはすべて利用者の安全を確保するものであると同時に私達働く側も安全な作業を

行うための大切な規程です。 
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『事故等の発生状況とその再発防止措置』 

  １ 索道運転事故（索道人身傷害事故）  

２０２２～２３シーズンにおける索道運転事故はありませんでした。 

  ２ 災害（地震や暴風雨、豪雪など）  

２０２２～２３シーズン、災害による運転停止はありませんでした。 

  ３ インシデント  

２０２２～２３シーズン、国土交通省へはインシデントを 1件報告いたしました。 

※ 自動循環式特殊索道における不完全握索 

  原因：握索装置整備時の部品の取り付けミス 

  対策：整備のチェック体制を強化（チェックリスト作成・2人以上で作業 等） 

  ４ 行政指導等  

２０２２～２３シーズン、特別な行政指導等はありませんでしたが、今後とも法規・法

令を遵守し索道輸送の安全確保に努めてまいります。 

 

『安全に対する取組み』 

1 安全教育 

輸送の安全性向上を図るためには、知識・技能の向上および従業員の教育の充実を図るこ   

   とが重要と考え、各研修会への参加およびシーズン営業開始前およびシーズン中に索道施設 

の基本的な知識に加え、安全に対する知識、責任の重さ、的確な判断力等を高めるよう指導

しております。 

   (1)   7/20       令和 4年度東北索道協会秋田地区部会索道技術研修会 

受講（４名） 

   (2) 10/27        令和 4年度東北索道協会秋田地区部会スキー場安全対策講習会 

受講（７名） 

   (3) 11/18       令和 4年度総合防災訓練 

   (4) 12/10・11     運転取扱細則、運送約款等読み合わせ 

   (5) 12/10・11     消火訓練、AED講習会 

   (6) 12/30       スノーモービル講習会 

   (7)  1/9・27・2/10・22 索道定例全体ミーティング 

 

２ 緊急時対応訓練 

スキー場オープン前 11/18・12/10～11とリフト稼動前の 12/30の計 4日間、リフト係員

と関係社員に安全研修会および総合防災訓練・救助訓練、スノーモービル講習会等を実施

し、安全意識の向上と索道係員服務規定等の再確認を図りました。 

始業前にリフト毎の朝ミーティングを行い、各リフト内の始業点検及び救助体制の確認

を行いました。 

またシーズン中は月 2回索道定例全体ミーティングを実施し、営業中の事例を参考とし 

て、対応方法等の合意形成と情報共有を図りました。 
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  ３  強 風 対 策 

   各リフト最終支柱に風速計を設置し、風速の把握をしております。風速の表示が 15M/S  

  以上 18M/S未満で警戒運転、18M/S以上の風速が５秒間持続すると運転を停止します。 

 

４  ＡＥＤの設置 

   平成 17年 7月から法改正により非医療従事者による AED（自動体外式助細動器）の使用

が認められ、パトロール詰所に設置しております。 

また緊急時の対応のために、秋田市消防本部より講師を招いて講習会を実施しました。 

 

 

講習会、安全教育の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月 18日 総合防災訓練状況（消火栓放水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            令和 4年 12月 10日 オーパスプラザ火災発生を 

           想定しての消火訓練実施状況（避難口確認） 
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令和 4年 12月 10日・11日 第 1ペアリフトにて従業員教育での救助訓練状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和 4年 12月 10日  AED（自動体外式助細動器）講習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和 4年 12月 11日  運転取扱細則、運送約款等読み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月 30日  スノーモービル講習会 

 



 5 

『安全に関する組織体制』 

  安全運行に取り組むため安全管理意識を構築し、各責任者の責務を明確にしております。 

別紙１をご参照下さい。 

 

 

『整備の実施について』 

当スキー場ではシーズン中に保守管理計画を作成し、春から秋にかけて整備点検を実施してお

ります。今シーズンにおいては次に掲げる主な整備を行いました。 

 

※  整備予算については、年々厳しい状況ではありますが、秋田市と連携してお客様の「安全

第一」をモットーに優先順位を定め、計画的に実施してまいります。 

 

１ 社外整備 

 

（1）第一クワッドリフト （高速クワッドリフト） 

① 握索機更新（８台） 

② 握索機３年整備（７台） 

③ 山麓山頂押送軸整備＆Ｖベルト調整 

④ 第 3支柱基礎修繕 

⑤ 油脂成分分析 

⑥ 振動測定検査 

 

（2）第二ペアリフト （第二ペアリフト） 

① 支えい索更新 

② 脱索検出装置交換（３６個） 

③ 山頂通信ケーブル架台修繕 

④ 山頂ステージ板一部張替え 

⑤ 油脂成分分析 

⑥ 振動測定検査 

 

（3）第三ペアリフト（第一ペアリフト） 

① 山麓原動滑車塗装修繕 

② 油脂成分分析 

③ 振動測定検査 
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２ 社内整備 

 

（1）全リフト 

① 各支柱受索輪点検整備給油脂 

② 支えい索点検測定ロープ油給油脂 

③ 折り返し設備、保安設備、予備原動設備等点検整備 

④ 各搬器点検給油脂 

 

（2）第一クワッドリフト （高速クワッドリフト） 

① 握索機１年整備（６２台） 

② 握索機ランニングローラー＆リージングローラー交換（各４本） 

③ 山麓場内押送Ｖベルト交換（１００本） 

④ 山麓・山頂場内押送プーリーコート剤塗布 

⑤ 山麓押送タイヤ交換（１２本） 

⑥ 搬器セーフティバー＆ゴム交換（１台） 

⑦ 搬器手すり交換（９台） 

⑧ 搬器懸垂部ナット交換（８個）・カラー交換（１６個） 

⑨ 山頂センサースイッチ交換（１個） 

⑩ 山麓・山頂場内全押送Ｖベルト張り調整 

⑪ 山麓・山頂場内全押送タイヤ空気圧調整 

 

（3）第二ペアリフト （第二ペアリフト） 

① 握索装置タンクケース・皿バネ分解整備（全１４１台） 

② 振り止め防止交換（全１４１台） 

③ 音声ユニット交換 

④ カメラ用リレーボックス交換 

⑤ 山頂停留所ステージ板塗装 

⑥ 搬器握索部クランプシャフト洗浄（全１４１台） 

⑦ 油圧緊張ユニットラインフィルター交換 

⑧ 油圧緊張ユニット作動油交換 

⑨ 制動機油圧ユニット作動油交換 

⑩ 減速機バックストップ油脂交換 

 

（4）第三ペアリフト （第一ペアリフト） 

 ① 握索装置 タンクケース・皿バネ分解整備（全１７３台） 

② 握索装置 タング交換（１３本） 

③ 山頂停留所ステージ板塗装 

④ 搬器握索部クランプシャフト洗浄（全１７３台） 

⑤ 減速機バックストップ 油脂交換 
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『ご利用の皆様へのお願い』 

 

  輸送の安全を実現するうえでは、リフトをご利用いただく際、皆様のご協力が必要となります。 

スキー場の利用にあたっては、責任と義務が伴います。 

以下の注意事項を守ってください。  

 

 

１ リフト乗車時の注意事項 

（1） リフト乗車に慣れていないお客様は、係員にお申し出ください。 

（2） リフト椅子に衣類等のひもが絡まないよう注意してください。 

（3） スノーボーダーは、流れ止めをつけ、ハイバックをたたんでください。 

（4）  高速クワットリフト乗車時、危険防止のため必ずセーフティーバーを下げてください。 

（5） 係員の指示に従ってください。 

  （6） 乗車時、以下の事項を守ってください。 

① リフトから飛び降りたり、リフトを揺らさないでください。 

② リフトから物を投げ捨てたり、物を落とさないよう注意してください。 

③ リフトが非常停止しても飛び降りないでください。 

④ リフト降車時に降りられないときは、そのまま椅子に座っていてください。 

 

 

２ 禁止事項 

（1） 指定コース以外の立入禁止区域への進入。 

（2） ゲレンデにペット等を放つこと。 

（3） アルコールや薬物又はその他により、心身が正常でない状態での入場。 

 

 

安全報告書への感想、安全への取り組みに対するご意見をお寄せください。 

                                  

 

〒010-0824 秋田市仁別字マンタラメ２１３ 

                           太平山観光開発株式会社 

太平山スキー場オーパス 

                          ℡ ０１８－８２７－２３０６（夏期） 

                            ０１８－８２７－２２２１（冬期） 
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別紙 1 

 

秋田市太平山スキー場安全管理組織および責務 

 

１　安全管理組織図

２　責務について

　①　代表取締役社長：輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。

　②　専務取締役　　：スキー場事業の管理業務全般を統括する。

　③　安全統括管理者：索道事業の輸送安全の確保に関する業務を統括する。緊急、重要案件に

　　　　　　　　　　　ついて提案し、会議において意思決定を行う。

　④　運営責任者　　：スキー場事業の運営に関する業務を統括する。

　⑤　索道技術管理者：安全統括管理者の指揮のもと、索道の運行管理、索道施設の保守管理そ

　　　　　　　　　　　の他の技術上の事項に関する業務を統括する。

　⑥　整備主任　　　：索道に関わる施設・設備の補修、保守管理等を行う。

　⑦　索道技術管理員：索道技術管理者のもと、索道の運行管理、索道施設の保守管理その他の

　　　　　　　　　　　技術上の事項に関する業務を管理する。

　⑧　索道係員　　　：係員は運転、監視、乗客、改札係を示し、索道係員服務規程に基づき、

　　　　　　　　　　　業務を行う。

索道技術管理者

索道技術管理員 索道技術管理員

索
道
係
員

索
道
係
員

職
　
員

電
気
係

機
械
係

索
道
係
員

整備主任 索道技術管理員

（２名） （６名） （８名） （６名）

代表取締役社長

運営責任者

安全統括管理者

専務取締役

 


